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秋田県退職校長会結成５０周年シンポジウム（記録）

■日 時 令和元年１０月１２日（土） １０：５０～１２：２０

■会 場 秋田ビューホテル４階「飛翔の間」

■テーマ 『秋田ブランド』創造の教師たち ～日本一の先生がいた～

■シンポジスト 東北大学大学院教授 有本 昌弘 氏

帝京平成大学准教授 山本 佐江 氏

秋田市立日新小学校校長 鈴木 巧 氏

元秋田市立築山小学校校長 濱田 眞 氏

（司会：伊藤栄二）

これより記念シンポジウムを開催します。はじめに研修委員長が開会の挨拶をか

ねてシンポジストの皆様を紹介します。

（高橋一郎研修委員長）

県退職校長会研修員会の委員長の高橋です。ただいまから結成５０周年事業であ

り、県退職校長会の研修事業であるシンポジウムを開催します。テーマは「 秋田ブ『

ランド』の創造の教師たち」です。結成５０周年の節目として作成した「秋田の教

育あすを見つめて」が皆様のお手元にあるものと存じます。平成28年に立ち上げた

研修員会が中心となって、４年をかけて作成したものです。記念誌は４つの章によ

りなっており、第Ⅰ章の「秋田県の学習指導の変遷」は、秋田県教育の流れの中で

秋田県の教師の授業研究について考察したものです。第Ⅱ章の「学習指導に関する

アンケート調査から得た秋田の教師たちの実態」は、現状把握のためのエビデンス

。 「 」 、「 」を得るための調査研究です 第Ⅲ章の 秋田の教育 あすを見つめて は 大切度

と「役立ち度」からの提言です。第Ⅳ章の「秋田県の教師の授業」では、秋田の教

師の授業への思いを集めたものです。さらにここにはアンケート結果をそのまま生

データで載せております。延べにして１２名の研修員が作成した記念誌です。委員

の方には長期に渡り、大変ご難儀をおかけしました。ご苦労様でした。秋田の教師

たちが、ひたむきに学ぶ児童生徒に関わって、１０数年にわたる全国学力・学習状

況調査の上位を占めてきたことは皆様もご存じの通りだと思います。秋田の教師の

すばらしい成果だと思います。

、 、 。本日のシンポジストの皆様には この夏 記念誌の草稿をご一読いただきました

その時の骨子をもって、シンポジウムの流れを作っていただきました。コーディネ

ータを務める濱田眞先生は、プラン段階から参加いただきました。シンポジストを

お務めいただく皆様の詳しい紹介は、別紙に詳しく紹介されておりますのでご覧く

ださい。改めて紹介いたしますが、東北大学大学院有本昌弘教授、帝京平成大学山

本佐江准教授、秋田市立日新小学校鈴木巧校長のご参加でございます。本日は大変

ご難儀をおかけしますが、忌憚のないご意見を賜りたいと存じます。有本先生、山

本先生には秋田の教育について深く関わっていただきました。そして丁寧なご指導

をいただいてきております。本日のご指導もまた、長い間秋田に関わっていただい

た成果をご披露いただけると思います。秋田の現職鈴木巧先生共々、今解き明かさ

。れる秋田の教育について実り多いシンポジウムになりますようご期待申し上げます
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それでは濱田先生、本日のシンポジウムよろしくお願いします。

（濱田）

みなさんこんにちわ。濱田眞と申します。ご存じの方も多いと思いますが、私は

双子です。兄が純といいまして、よく間違えられます。私は弟の方です。今日は退

職校長会を代表いたしまして、コーディネーターを務めさせていただきます。こう

してみますと、昔お世話になった方々や育てていただいた方々がたくさんいらして

おります。感謝の気持ちをもってシンポジウムを進行していきたいと思います。皆

様ご協力お願いします。

最初に山本佐江先生を詳しく紹介いたします。先生は東京都の小学校で副校長を

務められました。その後、東北大学大学院の有本先生の元で研究され、博士号を取

。 、 、得されました 理論と実践の両面で研究を進められ 十数年前に有本先生とともに

はじめて秋田を訪問しました。その時に、秋田の授業に一目惚れしてしまったそう

です。それ以来、時間を見つけては、多いときは１年間に４、５回も足を運んで授

業観察をされました。それでは、これまで秋田の授業を観察されての印象や、その

後の授業研究などから得られた成果を山本先生からご紹介していただければと思い

ます。山本先生よろしくお願いします。

（山本）

５０周年記念おめでとうございます。すばらしい記念誌が出来上がりました。今

日の発表はその記念誌に書かれた珠玉の一言一言への応答のつもりでお答えさせて

いただきたいと考えております。

先ほど秋田に「一目惚れ」とのお言葉があったのですが、正直申しまして、お米

は何といっても「あきたこまち」が好きです。

さて、私が考える秋田の教育とは、学びを高める文化の中心に、学びを育てる組

織があり、さらにその核にはおのおのの先生方の自律的な学びがあると考えていま

す。実際の授業観察を通して、私が考えたことは 「評価にあふれているが評定にま、

みれてはいない」ということです。この評価とは、子どもの学びを育てる評価、教

師の指導を改善する評価、説明責任の評価のことです。記念誌の１０頁にあります

が、授業中の子どもの情意的な兆候（シンプトム）をとらえ、先生だけでなく子ど

も自身によっても学びを評価し、深めていくためのものです。ここで、次の授業事

例を紹介します。

。 、 「 」最初は小学校の授業の事例です 算数の学習が苦手なユウ君 彼は およその数

などの数概念の把握を苦手としています。多くの学級では、ユウ君のような算数が

、 。 、苦手の子は 算数が出来ないとレッテルを貼られてしまうかもしれません しかし

秋田の学級で、生き生きと学ぶユウ君の姿を目の当たりにしました。４年生のグラ

フの学習でしたがユウ君は、一目盛りの間隔を見積もることが難しく、先生や周り

の子どもたちから教えてもらいながら、一生懸命考えていました。１月の授業では

積極的に前に出て、自分の考えた小数の計算方法を説明しますが、割る数と割られ

る数を反対にしてしまいました。するとさっと別の子どもが助けに出て 「ここは、、

こうなんじゃない」と言うと、ユウ君は「ああそうか」といって間違いを訂正し、

。 、最後まで説明を続けることができました その様子を見ていた周囲の子どもたちは

教えた子どもにも、ユウ君にも賞賛を与えました。学級全体も授業を見ていた私自
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身もなんだか、ほっこりした気持ちに包まれたひと時でした。そして５年生の２月

の授業では、高学年になったユウ君は、計算がすごく得意になったという訳ではな

いけれど、算数の時間に生き生きと発表したり、友達に考え方を説明したり、自信

にあふれていました。また、グループのリーダー役として、活躍している姿を見る

ことができ、私もうれくなりました。算数ができる、できないを超えて、友達の説

明を元に話し合い、自分の考えを深めていくことが大事だということを子どもたち

自身がよく分かっているのだと思いました。

次に中学校の事例です。ｘの２乗に－４を代入する学習で、その計算を最初はグ

ループで、続いてクラス全体で話し合いをします。正解は勿論プラス１６なのです

が、生徒たちは２乗するときの括弧の付け方について、非常に詳細に検討していま

した。ケン君は、括弧をつけないで－４の４だけを２乗して－１６になると考えて

いました。自分の考えを主張して、友達や先生の考え方と自分の考えの違いを追究

していきます。この追究に触発されて、それぞれの子どもたちも、いったいどっち

なんだろうと深く考え込むようになりました。答えの正解、不正解を超えた細かい

ところまで検討することによって、子どもたちは、数の抽象の世界へ深く入ってい

けるのではないかと思いました。また、時には笑いも生じるなど、数学の授業の話

合いを楽しんでいる様子が印象的でした。この授業のあと、何人かの生徒に感想を

聞きました 「数学の授業は楽しいから、にこにこしてやっている時が多い 「今日。 」

みたいに間違った時にみんなで話し合って決めるから、そこがおもしろくて笑って

いる 「間違っていても悪いことでないことが分かっている。小学校の時からそう思」

っている 「先生が間違うことは、これからにつながる良いことなので、間違うこと」

はたくさん多くても良いことだと言っていた」などのような感想が聞けました。こ

のような授業は、決して「評定にまみれた授業」からは生まれません。日頃から先

生と生徒が一緒になって考えを深めていっているのだなと思いました。

さて、そのような授業が出現するのはどうしてだろうかと、秋田の古い文献に少

し目を通してみると、自分たちで秋田の学びを作り、支えるという教師の思いは校

長会にもルーツがあることが分かりました。戦後の校長会は、戦前の教育会、校長

会議を経て、上意下達の伝達機関ではなく、ともに協力し合って先生方を育てよう

という、自律的な学びの強い意志をもった自治組織として発足したのです。本日の

退職校長会は、その先生方の気概を引き継いでいるのではと思います。

優れたリーダーシップの元、戦後すぐの時代から、秋田県では実証的な学力調査

に基づく授業改善が行われていました。学力は何よりも、教員による授業の質の問

。 、題ととらえられていたのです テストは数値の結果や順位に踊らされるのではなく

改善のために使われてきた歴史があったのだと考えられます。

。この資料の写真は１９５０年から６０年代の私たちの幼少期にかけてのものです

秋田大学名誉教授の浦野先生からいただいた資料です。最初私は、自分の幼少期を

過ごした土佐（高知県）の山間部と大きく違う姿にびっくりしました。親が農業に

いそしむ中で、子どもが子どもの面倒をみています。この豊かな子育て文化は、戦

前からずっと引き続いているのではないかと思います。親だけでなく、子どもたち

どうしが繋がる中で、子どもが育っていくのです。学びを育てる文化は、学校だけ

でなく、一軒一軒の家庭の中にも確かに存在していたと思います。スライドのいろ



- 4 -

り端に大事そうに教科書が並べられている写真をご覧ください。秋田の農村には、

農村なりに教育を大切にする学びを支える文化があった、ということが示されてい

る一枚だと感じました。

まとめますと、秋田には、間違いや失敗の場面に対する寛容な教室文化が存在し

ていると思います。すなわち、正しいのか、間違いなのかの結果よりも、間違いを

通して修正し、学びを深めていく価値が共有されています。そして、間違いは、学

習が発展的に展開する機会となります。また、学力に関して言いますと、数十年に

わたる実態調査がなされ、学力の低いところはどこか、それはなぜなのか、という

検証の歴史が積み重ねられてきました。教師による授業の質の課題として、多くの

授業改善が各学校で各先生方によって、地道に継続的になされてきたと思います。

（濱田）

山本先生、ありがとうございました。あきたこまちが大好きな山本先生から、秋

田の豊かな授業文化は、秋田の豊かな農業文化によって長期間にわたって形成され

てきたという趣旨のお話しだったと思います。

さて、全国学力調査が行われるまで、私たちは秋田の授業について、ほとんど無

自覚でした。しかし今から３０年以上も前に、秋田の授業に注目されていた方がこ

。 。 、こにいらっしゃいます 有本昌弘先生です 先生は大阪大学大学院を修了された後

ケンブリッジ大学研究員、福井大学准教授、大分大学准教授、国立教育政策研究所

総括研究員を経て、現在は東北大学大学院の教授を務められております。授業論と

評価論を専門とする日本を代表するエキスパートで、海外で発表された論文等もた

くさんございます。先生から秋田の授業の特質について語っていただきます。有本

先生よろしくお願いします。

（有本）

今から３５年前の話です。私は当時大学院で、全国レベルで特色ある学校を全国

の教育委員会を通して照会し、授業研究を核とする学校研究の量的データを分析し

ておりました。その時の秋田のデータに注目しました。質問項目の一つにある「問

題解決の方法や探求的な方法が習得できる指導をしているか」については （秋田県、

は 「はい」と回答しております。詳細は省きますが、資料は築山小学校の研究主任）

であった当時３７歳の佐藤俊彦先生の回答です。

、 、ほぼ４０年前の１９８０年代の昭和最後１０年間は 日本教育の歴史の転換点で

しかも今の教育の源流であったことを、私を含めて、今日ここで皆様とともにしっ

かりと確かめ合いたいと思います。第一に１９８０年代は戦後の教育の転換点であ

ったのではないかということです。資料の７頁にある１９６５年当時の伊藤忠二秋

「 」 。 、田県教育長によって 教育の正常化 か訴えられました その後学習指導要領では

振り子のような何度かの揺り戻しがあっても、秋田は、極端に変わることなく、底

流に脈々と水の流れるごとく、ふるさと秋田への郷土愛に基づいた児童生徒個々へ

の熱き思いと慈愛がありました。そのために、大きな教育改革があってもバランス

感覚や平衡感覚を持ち続けたと思います。当時世界を席巻していた数量化可能な目

標は、評価を容易なものにするものの学力を狭く限定し、授業は貧弱なものになっ

てしまいます。しかし児童生徒の感情があれば、学ぶ意味、価値が理解でき、学び

の質は高まっていきます。
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１９８０年代の秋田の学校研究主題をさぐると、学校全体でエビデンスを集める

仕掛けとしてしっかりと機能していることが分かりました。これはすごいことなの

です。次の４、５枚スライドに、当時の先生たちが自前で手間をかけて作成した資

料が残されています。これは記念誌１０頁にも記載されており、子どもの学びの自

己改善、教師の指導改善、全体把握の記録で、しかもすべての教科で行われていま

す。欧米では決してみられることはありません。現在の７０歳代以上の秋田県の先

生方のご努力に敬服し、最大限の感謝の賛嘆の意を表したいと思います。

当時全国的に習得型の授業実践が主流であった中、秋田ではすでに探求型の授業

が実践されておりました。これは大変驚くべきことです。欧米よりも１０年以上も

早いものです。世界最先端の授業実践であるといって過言では無いと思います。

２００７年に学力調査が実施された時に、私は文科省の国立教育政策研究所にお

りましたが、その後も微力ながら秋田をずっと追いかけていましたので、秋田の結

果に驚くことはありませんでした。ただ、昭和の学力テスト最下位の秋田が、いか

なるプロセスを経て最上位に躍り出たのかを解明した研究はほとんどありませんで

した。それをこの度、弊誌にまとめられたことは画期的なことです。皆様のご努力

に心から敬意を表したいと思います。

（濱田）

有本先生ありがとうございました。先ほどの記念誌「秋田の教育 あすを見つめ

て」では１９７０年代から１９８０年代にかけて、秋田の授業は大きく転換し、有

本先生のご発言を裏付けることができます。そのときから、すでに秋田型探求授業

が実践されていたことは特筆すべきことと思われます。ちょうどその頃に、教員生

活をスタートされた先生がいらっしゃいます。秋田市立日新小学校校長、鈴木巧先

生です。先生の新任のころの学校の様子、影響を受けた先輩やご自身の教員として

の成長などについて語っていただけないでしょうか。鈴木先生よろしくお願いしま

す。

（鈴木）

。 （ ）日新小学校の鈴木巧です 私が最初に任用になったのは昭和５８年 １９８３年

で、井川小学校に赴任しました。その年は、日本海中部地震があった年でもありま

す。井川小には４年間過ごしましたが、当時の先生方は、積極的に子どもと一緒に

外で学習するフィールドワークを行っていたことを記憶しています。教科書にとど

まることなく、ふるさとのいろいろな教材をしっかりと研究し、それをどう生かす

かに取り組んでいました。井川小時代は、子どもの純朴さ、保護者や地域の学校に

対する信頼感、個性的な先生たちとの出会いのあった４年間でした。これがそれか

ら先の自分の教職人生に大きな影響を与えたと思います。非常に幸運であったこと

に、私は大学の時の理科の専門を生かし、魚の生態についての学習を進めることが

出来ました。当時環境教育は、全国的に注目されており、八郎潟の水質汚染につい

て八郎湖に流れ込む河川の水質調査を子どもたちの手で行ったことがありました。

これからの時代を担う子どもたちが、ふるさとを大切にする意識を育てたいという

ことからです。また、環境教育に関する副読本の作成にも携わりましたが、未熟な

私でも、大学で学んできたことが、すぐに生かされるという機会に恵まれました。

子どもたちと水生昆虫を調べ、それを整理しながら、川の汚染度について子どもた
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ちと一緒にまとめ、最後は、県の理科研究発表会で発表しました。生き生きと発表

する子どもたちの姿は、保護者も教師も大変喜んでいたことを思い出します。

当時のフィールドワークでは、同僚の先生たちといろいろな地域の素材を探した

り、教材化したりするということに努力していました。この会場に中通小学校の千

葉学校長も参加していますが、千葉先生とも八郎潟の漁業について調べるために、

実際に漁船に乗せていただいたり、豊川の石川理紀之助資料館にも足を運んだりし

ながら、教材化しようとしました。授業は未熟だったと思いますが、実際にその場

に行き自らの肌で感じなければ、良い教材はできないと思っていました。

当時の秋田県の学校のほとんどだと思いますが、井川でも、地域や学校が子ども

を大事にする風潮、主体的に学ぶ子どもの可能性を引き出そうとする雰囲気を強く

感じていました。余談になりますが、家庭訪問を最後にしてほしいという保護者も

いて、その保護者の家で酒を飲みながら、泊まったこともあります。また、南秋田

郡には南秋支会という教科教育研究会があり、そこでも鍛えられました。教科書を

使わない理科の授業も研究実施したことがあります。身近な事象を簡単に分かりや

すく教える工夫など、その後の自分の教職人生の良い経験となりました。

井川小の後は、佐藤俊彦会長が研究主任であった築山小学校に異動しました。俊

彦先生は大変気さくな先生で、若い先生の疑問についてよく答えてくれました。築

山小はＴＴの研究校として、意欲的な教師が集まり、夜遅くまで学校に明かりがつ

いている「提灯学校」とも呼ばれていました。当時、情意面の評価、形成的な評価

をどうするかについて、真剣に語り合ったことが忘れられません。指導案の作成に

も何日もかけ、多くの先生たちからダメ出しをもらっていました。大変厳しい学校

でしたが、魅力的な先輩もたくさんいました。学校経営についても、それぞれの教

員の持ち味をどう出すのかということが経営の柱になっていたように思います。

そのような築山小時代、自分の思い出に残る一つの授業のシーンがあります。そ

れは私が１年生の担任の時の公開授業研究会での授業でした。生活科がはじまる直

前の合科的な学習で、子どもたちと学校と隣接するお寺の境内に出かけ、虫を探そ

うという授業でしたが、授業当日に大雨になってしまいました。子どもたちは「雨

の日には虫なんか見つからない」と話をしていましたが、子どもたちが木の陰の大

きな葉っぱの下に集まるたくさんのテントウムシを見つけた時の大変な喜びの光景

を目の当たりにしたことは忘れることができません。自分で見つけたという経験を

することができ、子どもたちのその後の学習の活動に深く結びついた学びでした。

授業後の分科会でも子どもたちが嬉々として学習に取り組んでいたと評価していた

だきました。

当時の先生たちからは、本当に若い自分を鍛えていただいたと思います。自分た

ちがおもしろがって授業研究をしたのは、同じように、先輩たちがおもしろそうに

取り組んでいたことを間近に見ていたからだと思います。

（濱田）

鈴木先生ありがとうございました。先生のお話を聞いて、自分も昔のことを思い

出しました。私の初任は上小阿仁中学校。家庭訪問先の生徒の家に泊まったことは

私も何度かあります。学校を信頼し、若い先生をもり立てて、育てようとする雰囲

気が家庭にも地域にも学校にもありました。そういう雰囲気の中で、若い先生がの
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びのびと育てられたのだと思います。先ほど有本先生が、１９８０年代の秋田で、

すでに探求授業が行われていたというお話しをしましたが、世界最先端の授業であ

ったことが鈴木先生のお話に裏付けられていたのかと思います。

鈴木先生のお話を興味深く山本先生がお聞きになっていたようです。山本先生ご

感想はどうですか。

（山本）

教科書を使わずというのは、教科書のみに頼らずということだと思いますが、指

導案を丁寧に作り上げ、自分たちで単元開発をしていくという、自主的な教師の学

びを作り上げる喜び、創造の喜び、そこがすごく大きかったというお話に、非常に

共感しました。それこそが教師の一番の醍醐味であろうと感じました。ありがとう

ございました。

（濱田）

有本先生もお願いします。

（有本）

世界では、今、主体性とか、好奇心とか、人間性の評価が広まっております。当

時、公開授業研で、テントウムシが葉っぱの後ろに集まっていた場面の子どもたち

の驚きや好奇心をくすぐるような場面があったことは、得難いご経験だったと思い

ます。記念誌の３０頁には、評価の手立てということで、２０代、３０代の若い教

員が評価を大切に感じている割合が高いことが示されています。適度に評価を試み

る時代に移り変わってきたと思います。先生方の経験された８０年代にタイムスリ

ップして、もう一度、私も学びたい気持ちになりました。この後も秋田のたくさん

の先生方にインタビューに伺わせていただきますので、よろしくお願いします。

（濱田）

学校訪問を予約しておきます。ありがとうございました。ここで、皆様にお渡し

しております記念誌に貴重な資料が掲載されておりますので、ご覧いただければと

思います。これは、退職校長会の研究推進委員会が４年かかりで作成したもので、

退職校長と現職校長から得たアンケートの結果です。きわめて貴重な資料で、千七

百数十名からの調査結果です。ここからは 「教師の成長と学び」というテーマで協、

議していきたいと思います。

アンケートの質問項目で、秋田の先生たちは 「何を大切に授業してきましたか」、

に関しては、ナンバーワンは「発問と板書 、ナンバーツーは「学び合い 、ナンバ」 」

「 」、 、「 」、「 」、「 」ースリーは 基礎・基本の習得 その後は 話し方 褒め方 授業のルール

が続いています。

また 「あなたの授業力向上に何が一番役立ちましたか」に関しては、ナンバーワ、

ンに「同僚との対話 、ナンバーツーは「校内研修 、ナンバースリーは「管理職の」 」

指導 、それに「学年部会 「指定研修」等が続きます。」 」、

このアンケート結果を３名の先生は、どう受け止めていらっしゃるかお話を伺い

たいと思います。まずは、山本先生お願いします。

（山本）

秋田では多くの自主的研修がありました。手弁当の持続的な研修が行われてきた

ようです。本当に頭が下がります。私は十年前、築山小学校で初めてＴＴの授業を
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見せていただいたとき、自分の知っている学力補充型のＴＴとは何かが違うと思い

ました。その疑問に対してずっと調べてきたこと、主としてＴＴのことについて話

したいと思います。

次々と新しい教育改革が進行していった中、築山小のＴＴが一つのシステムとし

て、６５年間も持続してきていること事態が奇跡に近いと感じます。築山小の先生

方が大事にしてきた核心的なことは何なのか、多くの先生たちにインタビューをさ

せていただきました。元々築山小のＴＴは、子どもの学びを育てると同時に、教師

を育てるものとして導入され、継続してきたようです。中でも自律的な学びの主体

者として、授業について深く考える先生たちが、意欲的に経営参画しながら、リー

ダーとして育っていったというところがポイントだと思います。校長先生や教育委

員会でご活躍された先生方の声を聞かせていただきました いくつか紹介します 異。 。「

動後、１１月までＴＴが大嫌いでした。何で、一から十まで共通理解しなければな

らないのか。学年部会の長いことといったら。いつ自分の意識が変わったかという

と、算数でリーダーになった時でした。寝ないで単元構成を考えたとき、みんなが

あっさり良いとは言わず、そこでもう一回もまれました。自分が直したり、悩んだ

、 、 、 。ところが 的確にピシャ ピシャと心を折られる経験をし 本当に苦しかったです

でも、単元をやり終えた時、自分の中の充実感、ＴＴっていいなと思うことができ

ました 「隣の先生の指導が長けているのを見つけた時。自分のクラスの子どもが、」

その先生から長けていることを学ぶ。そうなったときに、オールマイティーでない

のに、オールマイティーだと思っていた自分を捨てることができて、自分の良いと

ころは隣のクラスにも活かせていきたい、隣の先生の良いところはうちのクラスに

もらいたい、そういう感覚が、このＴＴでした。もたれ合いではない 「人の作った」

。 。ものに遠慮しないでものを言う みんなが作ろうという風土がＴＴにはありました

多分ＴＴというのは、誠意じゃないですか。人のために、何かしなきゃ。２Ｃ３Ｔ

をやると、よそのクラスとまぶれるじゃないですか。だからよその学級に入って行

かなくちゃだめでした」このように充実感、お互い様、誠意などの同僚性が育まれ

ていった経緯がよく理解できました。

現在は、必ずしもＴＴが教育改革の焦点とはなっておらず、十分な体制が組める

ようになっていません。ただ、ここで育まれた同僚性は、見えないＴＴとして、職

場でお互いを支え合う基盤となっているようです。教員いじめで有名になった小学

。 、 。校の真逆ですね インタビューさせていただいた先生は このように言っています

「ＴＴというのは、人の組み合わせだった。あれは、昔の匠たちが、神社仏閣を建

。 、てるときの木組みと同じだ 癖のある木と癖のある木を組み合わせることによって

反らない構造に組み立てることができるのだ。こう反るのとこう反るのを組み合わ

せると、むしろ強固になるという。木組みは人組だ。くせのある人同士を組み合わ

せてよりよい授業を創りなさい」ということでした 「一人の子どもをより良いもの。

にしていくためには、複数の教師が、味を出しながら、自分の得手、不得手を生か

しながら、学年の子どもたちに対応して行こうじゃないか」ということが、根底に

あります。子どもの多様性に対して、一人の教師には限界があります。コースを増

やせば子どもの自己選択の機会が増えます。子どもの多様性により応えたい、チー

ムを組んでものごとを一緒に考えたい、指導案を一緒に考える、授業づくりを一緒
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に考える、生徒指導をチームを組んでやっていくなど、授業の中で目に見えるＴＴ

と、目に見えないＴＴとは別物なのです。

最後にまとめますと、学び合う秋田の先生たちには、切磋琢磨の中から、教職の

充実感が生まれてきます。ある時は自分で悩み抜き、ある時は同僚からの厳しい指

摘を受け、改善を通して初めて得られるものです。良い授業は、一人のものではあ

りません。お互いに足りないところを補い合って、さらにより良いものを作ってい

きます。そこには子どもへの、また教員同士への誠意が存在します。人を生かすに

は優れたリーダーシップが必要で、リーダーは授業研究を通した責任ある経営参画

の中で育っていきます。

（濱田）

山本先生ありがとうございました。学び合う子どもたちを育てるためには、教師

同士が、学び合わなければならないとのお話でした。お互いに支え合って、木組み

のように組織を作って、学ぶ組織、学ぶ学校そのものが、先ほどの退職校長会のア

ンケート結果でも示されているのではないかなと思いました。続きまして有本先生

お願いします。

（有本）

世界はスピードで動いています。学力を高めるために個人のスコアを上げること

は大変分かりやすいので、イギリスの学校では、高得点をとった生徒には、ランチ

メニューまで変えてしまうというようなところもありました。２５年前に私が英国

に留学した時、現地チューターが「イギリスは道を失った」とまで言っておりまし

た。私の息子が４歳の時にイギリスで１年間通った学校でも、外からの圧力に先生

たちはびくびくしておりました。９時までは生徒を校舎に入れないとか、ランチタ

イムは自由に外に出て良いとか、教員のワークバランスを重視したため、私には、

英国の学校に対してなかなか理解に及ばないところがありました。

そこから一転し、英国教育省補佐官マイケルバーガーが「学校が生徒の個別のニ

ーズに応えるためには教師はまったく新しい発想を持つ必要がある。教師が学びに

ついて注目すべきだ」と発言しています 「専門的能力の開発のための日本のアプロ。

ーチが良い例である 『授業研究』と呼ばれるこの方式では、少人数の教師集団が特。

定の授業を構想し、実行し、改良して、可能な限り良いものを作り上げていく」と

いうものです。しかし、イギリスの授業研究は方法論、認知面などの、個人を追究

するといった実践に注目するという研究でした。これでは限界があります。日本の

授業研究を支えているのが 「場」と「集合意識」です。イギリス、ヨーロッパは最、

近になってこのような考えに及ぶようになりましたが、現在も日本の文脈、日本の

組織文化、児童生徒の主体性を入れるとどうなるのかなど、授業研究についてはま

だまだ不十分な状況なのです。

さて、私が１９９０年代、大分大学で奉職時代から家族ぐるみでお付き合いをし

。ている世界授業研究学会副会長のキャサリン・ルーイスさんについてお話しします

現在、キャサリン・ルーイスさんは、アメリカをはじめ、全世界での日本教育や文

化を広めるスポークスマンとしてもご活躍です。

今年９月のアムステルダムで開催された学会のシンポジウムがありましたが、そ

の際に、コーディネーターを務められたキャサリンさんより、この度の秋田県退職
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校長会の５０周年記念大会シンポジウムに対してメッセージをいただきました。ビ

デオがありますのでご覧ください。

【ＶＴＲ：キャサリン・ルーイス、濱田】

（キャサリン）

日本の先生からお話を伺い、非常に米国やヨーロッパへの励ましをいただきまし

た。秋田県の学校では、授業研究が５０年以上続けられています。私たちは、これ

についてもっと知る必要があります。今日は、日本の授業研究の歴史を発表してい

ただいて非常に励ましになりました。ありがとうございました。そして退職校長会

５０周年記念おめでとうございます。

（濱田）

ちょうど秋田県退職校長会５０年の記念すべきセレモニーのシンポジウムで私が

コーディネーターを務めることになりましたが、５０年で秋田の学力がボトムから

トップになったその振り返りをしたいと思っています。キャサリン先生からのお話

に大変勇気づけられました。

（有本）

、 。「 」その後も 私は欧州やアジアの学校訪問をしました 何が日本の教育と違うのか

その謎を紐解く鍵は、日本の授業実践の日常を組み込むしかないとの考えに至りま

した。それは「場」と「集合意識」に集約される日本文化にあるもので、その思い

が徐々に強くなって参りました。この持続可能なものとは何かとか、どうやって広

めていくとか、どのような組織構造なのか、中間層の指導者をどう育てるかについ

ては、ものの見事に、今回の校長会の記念誌があぶり出しています。

、「 」、「 」、 「 」 。何が大切かというと 学び合い 探究 特に注目すべきは 場の設定 です

教師は自分の教室だけをマネージするのでは無く、学年全体を共同でマネージする

ことが大事です。しかも、子どもの考えを生活に持ち込みながら、学年全体が学校

の中で「場」として機能させる。そして、児童の教育を改善するだけでなく、指導

者を作り上げ、教師をミドルリーダーにすることです。世界の国々はこれについて

もっと聞きたいと言っているわけです。

。スライドの図の右半分は今回の退職校長会の調査からいえる授業研究モデルです

授業への「こだわり」は、ともすると時間がかかるもので、秋田では場の設定に一

定の配慮をしてきました。そして根源的一体感、集合心が無ければ場の設定は難し

いことが分かります。あたかもラグビーチームのように学年、学校が気持ちを揃え

ることによって、教師の中間層が育ってきている訳です。

秋田の学校では、子どもの学びを教師集団の学びで支えています。文化的な筋書

きを内面化していく相互の動機付けの重要性にみんなが気づいているのです。

図の左半分は教育実践知のエッセンス（記録の取り方、教師の学び、教科と指導

方法、探究）で、世界中はこれに注目しております。秋田では過去から未来へ繋け

て考えることができています。そしてこの構成要素は、絶えず見直し、改善して使

えるように記録され、秋田県内に広域的に活用されていました。

１９７０年代においては、探究プロセスを通じて基礎基本をしっかり行うという

ことが広く考えられていました。習得と探究をバランスよく両立し、平等に相互作

用的に行うものですが、これをたとえて、外から仕上げていく「陶芸ろくろモデル
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（外側からの職人芸 、内側から仕上げていく「盆栽モデル（内側からの職人芸 」）」 ）

というものです。このように日本ではもともとバランスを大事にしていました。

教科型の構造化のしやすい指導の場を、どのように子ども側に転化してきたのか

あるいは食いつきの良い課題設定にしてきたか、そのようなことの目に見えない取

り組みもしてきた様です。子どもの学びをみんなで支える例として、秋田では夏休

みの理科研究発表会に家族三世代がそろって子どもの発表を見に来るようなことも

あるようです。

「ふるさと学習」や「生きる力」としての学ぶ意欲は、構造化しにくく、未来志

向の起業家精神のようなものなのです。一方、今日、世の中がグローバル化してい

、 。 、く中で 江戸時代に戻ろうという動きもあります 今はあまりいなくなりましたが

私たちの幼少期はイエバエがよく飛んでいたかと思いますが、現在はこのイエバエ

を使って肥料にしようとする取り組みが最先端の研究になっているのです。市民の

生活分野と科学をどのように結びつけていくのか、これからは子どもの学びの学習

力を中軸に、自らの実践からストーリーを物語で紡いでいくことが求められていま

す。公教育は、過去、現在、未来の時間の軸と場の中で、個と社会を繋ぐことが求

められていくのです。

本日の記念誌や冊子にありましたように、アジアのみならず、欧州、そして全世

界が、秋田の授業研究に注目しています。今後は、非常におもしろいことになりそ

うです。私たちは、戦前から欧州から新教育を学んできたわけですけど、シルクロ

ードの東端の日本、東北秋田からの逆発信です。読み方、書き方、考え方、生き方

など、何何のし方などの「型」の文化が日本にはあり、型による内なる秩序（ハー

ト）と、自然な秩序（宇宙）とを繋いでいます。家族は究極の「型」の例です。こ

のあたりを濱田先生からコメントをいただければ思います。

（濱田）

有本先生ありがとうございました 「集合意識」というキーワードで、退職校長会。

のアンケートを考察していただきました。私も先月、有本先生、山本先生と一緒に

オランダのアムステルダムで、シンポジウム発表をさせていただきましたが、その

後、タイの先生たちが１０人近く集まってきて 「秋田型の学習スタイルは、今タイ、

では、スタンダードになりつつある」と話していました。そして、それがどのよう

に形成されてきたか今回の発表で初めて分かったそうです。それは職人の技だけで

は無くて、職人の魂であり、その職人の魂を支えているのが「集合意識」であると

いうことです。心を揃えて子どもたちに関わっていくこと、子どもたちがよりよく

育つ「場」の設定をすることなどのコメントがございました。

秋田の「型 、そして日本の「型」の中で先生たちも育っていくし、子どもたちも」

育っていくのではないのでしょうか。それはまさしく歌舞伎の「型」と同じく、継

承可能なものにしているものだと感じました。

実は、この後、鈴木巧先生からお話しをいただく予定でしたが、時間が押してい

ますので、時間が許せば、後でお話しをいただくことにします。

それでは、先ほど有本先生から昭和の学力テスト最下位の秋田が、いかなるプロ

セスを経て、最上位に躍り出たのかという課題に対して、５０周年記念誌で分析を

試みていると話してしいました。山本先生は、これをどう受け止められましたでし
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ょうか。

（山本）

教育改革を受けて、私たち教員は様々なことに一生懸命取り組んでいますが、秋

田の先生たちの昔から現在に至るまでの様々な資料を読んでいると、ほんとに日々

の地道な授業改善が続けていらしたということが分かりました。それが、記念誌に

も非常に詳しく書かれておりまして、興味深く読ませていただきました。ありがと

うございました。

（濱田）

予定のない質問に答えていただき、ありがとうございました。秋田の高い学力に

対して、少人数指導の成果だとか、独自の学力調査が功を奏したというご指摘もあ

りますが、この点に関しては山本先生はどうお考えでしょうか。

（山本）

確かに教育というものは、何かをやれば、何らかの成果はでるものだと考えてお

。 、 、 、 。ります ただ その成果の出方というものは 高い低い 大きさの違いがあります

これまで多くの秋田の先生たちからお話しを伺うと、先生たちの学びの履歴の型で

育まれたもので、必ずしも一つの施策だけで功を奏したものではないと思います。

（濱田）

ありがとうございます。続いて、有本先生にお聞きしたいと思います。かつてイ

ギリスやアメリカを中心にテストスコアで学校間競争を促して学力を高めるという

教育政策がかなり強い影響力を持っていました。１９９０年代から２０００年代に

かけてだと思いますが、我が国の教育政策もこれとは無縁では無かったと私は考え

ています。そこで海外の事情に詳しい、有本先生から、この競争原理に基づいた教

育政策は、果たして成功したのか否か、もう一つは、全国学力状況調査などの大規

模調査に私たちは今後どのように向き合ってけばよいのかということについてお考

えを伺ってよろしいでしょうか。

（有本）

私どもも理解が進まない面もありましたが、欧米では、インプットするとアウト

プットする、何かを入力すれば目標に直結するという考え方があります。欧米の多

、 、 。くは 学校で教師を採用するため 学校自体が教育改革を推進することになります

日本の場合は、教育公務員ということで、人事異動があるため、学力格差が少ない

のですが、欧米では、インプット、アウトプットの競争原理に基づいているので、

学校の格差が広がりやすいことになります。学びには心理測定と社会的構成の矛盾

するモデルの両立をしなければなりません。人づくりは、ものづくりと違います。

したがって、数値で表される大規模調査というものは、教育政策の改善に使うこと

があっても、学校間競争に使われると欧米の国々ように失敗に繋がると思います。

そのような理解に立つと、やはり授業研究は大切であると考えます。

（濱田）

今の有本先生のコメントは、退職校長会の記念誌にある元秋田県教育長伊藤忠二

先生の「教育の正常化」の精神に繋がるのではないかと思いました。

ここまで、秋田の探究型授業、学力向上の秘密、競争原理に基づいた学力政策な

どについてお話しをいただきました。ここで、フロアの皆さんからご質問やご意見
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ご感想などをいただきたいと思います。

（武蔵）

大仙市立大曲小学校の校長の武蔵です。本日はありがとうございました。私も鈴

、 。 、 、木校長と同世代で 前の大量採用世代です これから再び 大量採用になってきて

若手の職員が増えてきます。そのような中で、私たちは頑張っていかなければなら

ないと思いますが、今日の先生たちのお話を聞いて、秋田の授業改善に対する取り

組みは、ずっと以前から行われいたこと、そしてそれを支えていた同僚性、その同

僚性の中でミドルリーダーが育ち、継続してきていることが分かりました。その中

で、継続されてきた授業研究が学校の力になり、子どもたちの力に結びついている

と思います。そこで、これから私たち、現場の学校経営を進めていく上で、壇上の

。 。先生たちは何が大事だと思われるでしょうか 教えていただければありがたいです

（濱田）

山本先生お願いします。

（山本）

先ほど、鈴木先生のお話のコメントで申したとおり、自分たちで作り上げる喜び

、 、 。を背負わないと 教育は狭く 小さなものになってしまうのでは無いかと思います

単元や授業をデザインする、作り上げる、クリエイティブなものをみんなで作り上

げる喜びというものが働く原動力となると思います。そうすると、自律や自由度と

いうものも、どこかで保証されなければなりません。現場では、やらなければなら

、 、ないことが多くある中で大変なのですが 自律的な気持ちという精神を大切にして

クリエイティブなものを作っていただきたいと思います。

（濱田）

有本先生お願いします。

（有本）

欧州では、大学院でも授業研究を導入するようになってきました。授業研究の中

に、カリキュラムをツールとして導入し、もっと重層的ないろいろなレベルで見て

。 、「 」いかなければならないと思います カリキュラムの最先端の定義は 世代間の対話

と欧州では言われています。したがって、これからは、アクティブな学びを高校、

大学でもやっていかなければならないことになります。小中高大を通した一貫した

授業研究は、今後ますます重要になっていくと思います。

（濱田）

有本先生ありがとうございました。突然ですが、ここに先月私たちと一緒に、オ

ランダのアムステルダムに行って、発表をされた方がおります。昨日、大分から秋

田においでいただいた、赤林先生です。秋田の先生たちに何かメッセージをいただ

けませんでしょうか。

（フロア：赤林）

今日は大変分かりやすい説明で、秋田の教育がどのように支えられてきたのか分

かりました。数ヶ月前に秋田に初めてめて来ました。秋田の学力が大変すばらしい

ことは以前から分かっておりましたが、タイの先生たち同じで、今日は、その根底

にあるものが 「教育の正常化」という言葉で語られている本質をつかんだことが私、

にとって落ちるものがありました。秋田の先生たちが、根底において人間を人間ら
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しく育てていこうという気持ちをもって、子どもたちを育て、同時に先生たちにと

っても人間らしい追究をしてきたことです。いろいろなものに振り回されず、核心

である学習の軸がぶれなかったことが、すばらしいことだったと思います。本日は

ありがとうございました。

（濱田）

ありがとうございました。皆さんのご協力のおかげで、大変実りの多いシンポジ

ウムになりました。ここで、山本先生、有本先生から秋田の未来に向けてのメッセ

ージをいただきたいと思います。

（山本）

ここで、古い資料をお見せします。秋田と高知を結ぶ重要な人物として、石田英

吉秋田県令（知事）についてお話します。高知の出身で、今から百数十年前、幕末

の歴戦を戦い抜いて生き残り、明治に活躍された方です。坂本龍馬の海援隊で船長

などを勤めた後、明治８年秋田県令として赴任し、種苗交歓会のきっかけを作りま

した。今でこそ、秋田はお米の国ですが、当時の秋田は「くされ米」など多くの課

題を抱えていたいました。現在、私たちが教育の場で抱えている状況と似たような

ものだったと思います。その課題を解決するために、石田県令は県内各地の労農を

勧業係として集めました。その労農たちの知恵の結集こそ、種苗交歓会なのです。

互いに持ち寄った種子をよりよいものと互いに交換し、農業の発展に大いに役立っ

たばかりか、現在に至るまで続いております。わたしには、この伝統行事の継承発

展に尽くした労農石川理紀之助が、今、目の前にいる皆様方の姿と重なって見えま

す。教育もまた、農業のように、このような先達がいて、それがめんめんと、継承

されてきたのだと思います。日々の授業の改善意識こそ、秋田の教育の今を支える

基盤だったのではないでしょうか。

最後に、自分の考えをまとめますと、秋田の教育の現在は、長期的・広域的な授

業研究と、その成果を絶えず検証改善してきた歴史の中に存在します。そして未来

の展望をその流れの中で、見えてくるものであると思います。秋田の教師文化は、

先人に学び、成果を共有し、教育の未来を拓くという、日常的な授業実践から生ま

れてきたものだと考えます。一人一人の教師の取り組みと、その力が合わさった集

団の信頼と誠意によって教育の秋田ブランドの創造がなされたと思います。以上で

す。

（濱田）

ありがとうございました。石川理紀之助というキーワードは、山本先生と鈴木巧

先生を赤い糸で結ばれていたと思います。佐藤俊彦会長と赤い糸で結ばれている有

本先生よろしくお願いします。

（有本）

今から皆様方をオランダ、ゴッホ美術館にお連れしたいと思います。右上の角に

ある空の色は驚かされます。黄色を帯びた緑。かすかなピンク。沈みかけている太

陽は巨大です。それは顔のない人物の光輪にもなっています。この顔のない人物。

市民に対する独自の世界。私は、ここにいる秋田の先生たち、お一人お一人に重ね

て見ていきたいと思います。

「この人が蒔いている種は、小さな点で描かれ、地面を成している鮮やかな短い
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線と混ざっています。まるで、種と地面は同じものでできているかのようです。新

。 、 。しい生命の誕生と成長です 種は 人々と繋がることで共有の財産となっています

そして雨は大地を潤します。

ここ日本には、古くから「三草にも二つの木」のたとえがあります。上中下三種

の薬草、大小二種の木、上中下、大小と、種はいろいろで、育ち方も時間も違う草

、 、 。 、 、 、木を 雨は 大地を通じて平等に潤します 秋田の先生方は 話し方 褒め方など

子どもたちの根っこを傷めないように、雨を平等に降らせていたのです。

、 「 」 「 」最後になりますが 今回の調査で明らかになった授業の 大切度 と 役立ち度

をてこにして、先生方がお一人お一人の物語を紡いでくださるものと確信しており

ます。ありがとうございました。

（濱田）

有本先生、心にしみるお話しありがとうございました。この記念誌の表紙は、佐

藤会長がお描きになったものです。最後はゴッホで締めくくっていただきました。

。最後に鈴木先生から秋田の現職の校長として今後に向けての思いをお話しください

（鈴木）

現職としては、来年３月には退職ということなので、間もなく皆様のお仲間にな

るわけで複雑な思いです。若い先生が増えている学校現場では、学力の向上も、学

級という集団づくりが、しっかりしていなければいけないということです。私は現

在、特別活動研究会の会長を務めさせていただいておりますが、その学校において

特別活動の自主・自律がしっかりしているところは、学級も、授業も非常にしっか

りしたものになっていて、人を大切にしながら、人格を形成するものだと思ってい

ます。

授業案を作成する際であっても一人ではなく、チームを作って作成することが大

切で、それを支える教師集団作りが大切なことはこれからも変わっていかないもの

だと思います。集団作りでは、学級差、学年差、個人差、それぞれのギャップをど

う埋めていくかと言うことも大事ですが、良いものをほめて伸ばすということにつ

いては、これからも変わらないものだと思います。

これまで先輩たちから受け継いできた実践や経験を何とかして引き継ぎ、秋田の

教育を継承して行きたいと思います。

心配なこととして 「学校における働き方改革」があるわけですが、業務の効率化、

という面から見れば、これからは新しいことが生まれにくいのではないかというこ

とが危惧されます。学校がやらなくても良い業務が削られていく一方、新しいこと

に取り組む時、忙しいという理由だけで、できない雰囲気になることが懸念されま

す。これからは、教育の質をあげる、教育の質を保つことを念頭におきながら、学

校経営を進めていく校長のリーダーシップが必要となると思います。校長が、どう

教育の質を高めるか、確固たる覚悟を持たなければならないと思います。

（濱田）

鈴木先生ありがとうございました。秋田の未来を拓く子どもたちのために、現職

の校長として、ますますのご活躍をお祈りしております。私たち退職校長会も全力

で応援することをお約束します。これからも頑張ってください。

最後の時間となりました。皆さんのご協力のおかげで、すばらしいシンポジウム
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になりました。ここにお集まりのすべての皆様、そして、これまで秋田の教育を支

えてこられた諸先輩のご努力に心からの感謝を申し上げまして、記念すべきシンポ

ジウムを閉じたいと思います。ありがとうございました。

（司会：伊藤）

シンポジストの皆様ありがとうございました。ここで、秋田県退職校長会、佐藤

俊彦がシンポジストの皆様に感謝の言葉を述べます。

（佐藤）

ありがとうございました。今日は私の名前も時々出まして、少し恥ずかしかった

ですが、感動の連続で、よい時間を過ごせたと思いました。私事ですが、若い頃は

２、３年の間隔で次の学校へ異動する時代があり、父が心配して、開運の判子をも

らったことがありました。３５年以上経ちましたが、今日のこの会が開催でき、す

ばらしい運が開けたと、大変うれしく思っています。今日のシンポジストの皆さん

とは、赤い糸ならぬ七色の糸で結ばれていたように思います。

本日のシンポジウムは、秋田県の教師にとって、とても元気の出る内容で、本当

にありがとうございました。日本一流、世界一流のお墨付きをいただいたような気

持ちで、世界一流の研究をされている先生方から秋田の授業研究の方向が間違いで

はないことを、そして最先端であることをお話していただき、これまで頑張ってき

て良かったという思いでいっぱいです。

また、キャサリン・ルーイスさんという世界的な教育学会の副会長からも、秋田

県退職校長会が５０年もの長きに渡って続いていることは凄いことだというお話し

をいただきました。シンポジストの先生たちのお話しを伺いながら、これまでの５

０年のこと、そしてあの時、自分を動かしていたものは何だったのかということな

どを改めて思い起こしました。今日はたくさんの示唆に富むお話し中で、自分が思

ったことは 「教師は誰のために仕事をしているのか」ということでした。勿論それ、

は、子どものためであり 「学習の最適化」だと思います。子どものために、もっと、

も適した学びは何なのかという「学習の最適化」というキーワードをこれからも大

切にしていきたいと思います。

本日の会が、このようにグローバルなシンポジウムになりましたが、これだけの

広まりをもって話が展開されましたことを、是非、本日参会されている皆様も各地

区に帰られまして、若い先生たちと懇談なされる際に今日のお話を少しでも伝えて

いただければありがたいと思います。本日は感謝でいっぱいです。ありがとうござ

いました。

（司会）

。 。それではシンポジストの皆様が退席されます 皆様大きな拍手でお送りください


